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審 査 の 結 果 の 要 旨
　上記 1の研究は、創意が認められる良い研究である。提案されたアルゴリズムは、ノルムの定義を変える
場合など、多くの将来課題は残しているが、ひとまず成果を挙げているので今後の継続研究を期待したい。
　上記 2の研究は、既存の成果である最近ベクトルの計算に多くを依存しているが、それを格子基底の計算
に用いるというアイデアに創意を汲むべき点がある。やはり、ノルムの定義など、将来課題を多く残してい
るが、成果には認めるべき点がある。
　上記 3の研究も、本来、厳密な因数分解のために考案された手法を、近似因数分解にも利用するなど興味
深い着眼点を含んでいる。同様の手法は、さらに多くの応用を持つとも考えられるので、さらなる研究を期
待したい。
　論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
